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ＪＲ東海労新幹線地本

４月に会社から提示された「車両データ活用による車両検修体制見直し」

の内容は仕業検査の要員削減がその骨子であり、安全と健康を損なうことは

明らかです。また、その具体的内容については不明な点が多くあり、新幹線

地本は５月２１日に「解明要求」の申し入れを行いました。

そんな最中、仕業検査のＳＥＫの

６月勤務表で、１６日より「教育」と

して一名余計に張り付けられている

ことが明らかになりました。職場では

正式な説明がない中で、仕業検査効率

化の「ＳＥＫによる車内検査の見習

い」があるのではないか？との憶測が

ひろがり、もしそうであれば、誰の見

習いに付くのか？もしＪＲ社員の見

習いに付くとしたら、偽装請負の問題

などが生じるのではないか？と疑問

点が多くあり新幹線地本は早速、幹鉄

事に対して説明を求めました。

会社回答は『ＳＥＫの教育の中身は、直営の車内検査を見学するもので、直営社員が指

導したり教育するものではない。現場で事前に見学があることは点呼か何らかの方法で伝

える。出向社員に対してはＳＥＫから教育の中身についての説明が事前にあると思う。』と

いうものでした。しかし、見学で仕事を覚えられるのか？とあらたな疑問が生じています。

そのような回答の矢先である６月３日、会社は突如として現場での「仕業検査体制見直し

の説明会」を開始しました。地本からの「解明要求」に対する回答の日程すら決まらないう

ちに現場での説明会を開始するという行為は、労働組合の要求をないがしろにするもので

あり、労働組合軽視であると言わざるをえません。このような会社の姿勢は許されません！

「SEK の教育」の問題を含めて、現場に余計な混乱を生じさせないために、

解明要求に対して早急に協議の場を設定して誠意ある回答をするべきです！

車両データ活用による車両検修体制見直し

に関する申し入れ （主たる項目抜粋）

Ⅰ 要員削減に関する項目について

Ⅱ 作業内容に関する項目について

Ⅲ 作業環境及び設備に関する項目について

Ⅳ ＳＥＫに関する項目について

Ⅴ ＪＲ西日本編成に関する項目について

Ⅵ 安全に関する項目について

Ⅶ 車両データ分析センターに関する項目に

ついて

Ⅷ 要求に関する事項について  


